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空き家バンクへの登録をご検討ください
　「空き家バンク」は、町内の賃貸・売却できる空き家を「空き家バンク」に登録していただき、その物件の情報
を、町への移住を希望される人や住居をお探しの人へ、町のホームページなどを利用して提供する仕組みです。

お問い合わせ先：総務振興課　まちづくり推進係　☎62－2317（直通）

こんなメリットがあります！
①空き家に人が入ることで、空き家

の管理をする必要がなくなる
②家賃・売却収入が発生する
③使っていない空き家に人が入るこ

とで町の活性化に役立てる

空き家バンクに登録すると
①登録申込書を提出していただいた後、担当職員が現地調査に伺い、

物件の様子や間取りなどを確認します。
②登録された情報を町のホームページに掲載します。物件の所在地や

間取り、設備などを写真も含めて掲載します。
③交渉契約に町は直接関与せず、当事者間で行っていただきます。宅

建業者の仲介を希望される場合は、町内業者をご紹介します。

空き家バンク登録から契約までのながれ

　立神峡里地公園は、本年 4 月より隊友会八代北部支部が運営していますが、年々観光客が増加し、今年の夏は
過去最高の宿泊者が立神峡を訪れています。秋から冬にかけてもこの勢いを維持するため、今までにない試みとし
て龍神橋と火の国橋の 2 つの吊り橋にナイトイルミネ－ションの点灯を
始めました。
　龍神橋はソ－ラ－パネルを利用したミックスのイルミネーションと、七
色に変化するイルミネーションを飾り付け、一晩中光り輝いています。
　一方、火の国橋は立神峡のライトアップと連動させ、約 5,000 球の
イルミネーションが 8 種類に変化できる本格的なものとなっています。
立神峡の神秘的な夜景とマッチしたイルミネーションを町民の皆さまに、
いち早く観ていただきたく、スタッフ一同頑張りました。ご家族、ご友
人の皆さまと、ロマンチックなひと時をここ立神峡でお過ごしください。

　立神峡里地公園では、氷川町と友好町提携している北海道の大空町と絆を深める意味で、公園内に芝桜を植え、
春から初夏にかけては「芝桜公園」と呼ばれていたという過去がありましたが、近年ではその面影も無くなり、雑
草の中に芝桜は埋もれていました。
　そこで、以前の芝桜公園として、また、大空町との友好親善の証としても、ぜひ、復活させたいとの思いから、まず、
雑草の中に埋もれていた芝桜を復活させるべく、新たに芝桜の苗 1,500 株以上を購入し、1 本 1 本丁寧に植え付

けるとともに、台風により発生した風倒木をチッパ－で粉砕。その木くずで、
雑草が生えないように芝桜の周囲を覆い整備しました。
　あるホームセンタ－の芝桜の在庫が全て無くなるほどでした。公園をきれ
いにしようというスタッフの真剣な努力が実り、来年の春には見事な芝桜が
生えそろうことを願いつつ、作業を終えました。
　町民の皆さまもぜひ、この取り組みにご参加いただき、芝桜の面積を増や
すためのご協力を今後ともお願いします。

　立神峡には研修室がありますが、その利用は少なく、もう少し多くの人に
利用してもらいたいと、日頃から考えておりました。去る 11 月 3・4 日に文
化祭が行われた際、素晴らしい作品が多数ありました。そこで、作者の皆さ
まと交渉した結果、快く展示に応じていただけました。
　立神峡には、毎日全国から多数の人たちが訪れます。その人たちに、町
民の皆さまが一生懸命に作られた作品を展示し、ご覧いただくことで、氷川
町の人たちの素晴らしさや感動を味わってもらい、また、作者の人たちにも
創作意欲の励みにもなっていただきたく、研修室をギャラリ－としました。町
民の皆さまの作品展示をお待ちしております。

　11 月 22 日、里山フェスタの日と銘打って実施したイベントも大盛況のうちに無事終了しました。
　特に今年は、指定管理者となって初めてのイベントであり、戸惑いもありましたが、スタッフ一同が力を合わせ、
それぞれの体験に対し、綿密な調整と親切な対応に心がけた結果、来場者も喜んで帰られました。
　特に今年のテ－マは「里山の恵みを喰らう」というタイトルをつけ、イノシシ鍋、モズクガニ汁、鹿肉カレ－など
の食材を提供。里山でしか味わえない味は大人気でした。また、体験コ－ナ－ではシイタケの駒うち・竹笛・各種
の竹細工を親子で楽しく作られていました。特に、親子で作る巣箱体験では、完成した巣箱を立神峡の森の中に設
置することで、子どもさんの里山に対する愛着が深まるように企画したところ大成功。山芋ほり体験や八代地域みど
り推進協議会による植樹会も同時に行われ、この日の立神峡は親子の歓声が響き渡っていました。

ナイトイルミネーションに輝く立神峡

立神峡公園を再び芝桜公園としてよみがえらせよう

立神峡の研修室をギャラリーに

里山フェスタ大盛況のうちに終わる

お問い合わせ・お申し込み先：
立神峡公園管理棟　☎62-1543　FAX62-1546　http://tategami-camp.com/ （8:30～17:30 火曜定休日）


